
（1）わが国に比べ平均的規模が小さい米国銀行

米国では資産規模10億ドル（約1,200億円 ）未満の銀行が、全体数の９割を超えている（図表１）。一

方、資産規模では、機関数で上位１％強の銀行が75％のシェアを占めており、ごく少数の上位銀行への資

産の偏在が進んでいる。これに対して、日本では、信用金庫を例にとっても、資産規模1,000億円以下の機

関数は、わずか23％にとどまる。

また、米国銀行においては、資産規模１億ドルから10億ドルまでの層の平均資産金額は約２億9,400万ド

ル（約353億円）と、同規模程度の区分の邦銀（平均807億円）、信用金庫（同693億円）に比較して規模が

小さい。なお、日本においては、100億円以下の資産規模の銀行、信用金庫は存在しない。

（2）規模に関係なく非金利収入の割合が高い米国銀行

邦銀における非金利収入の割合は、都市銀行で

約３割、地銀･第二地銀クラスでは１割程度とな

っている。一方、米国では、資産規模１億ドル以

下の小銀行でも、非金利収入は２割を超えてお

り、総じて非金利収入の割合が高い（図表２）。
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米国の中小企業金融の動向と
リレーションシップ・バンキングの位置づけ

（図表1） 金融機関の資産（預金）規模別の数、資産金額、平均資産（預金）金額
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（図表2）米国銀行の資産規模別の非金利収入の内訳

（資料）FDIC“Statistics on Depository Institutions” 
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（3）「一行取引」が基本である米国の中小企業金融

日本では、複数行取引が一般的であることに対し、米国では８割以上の中小企業が一行取引を基本とし

ている。特に、日本では企業規模（従業員数）が大きくなるに従って、金融機関数が増加し資金調達先が

広がっているが、米国の場合は、従業員数が増加しても一行取引を継続している（図表３）。

（4）銀行規模による棲み分けがなされている米国の中小企業金融

銀行規模別に中小企業向け融資の比率（融資全体に占める中小企業向け融資比率）をみると、日本では

融資比率の低い都市銀行においても60.3％とかなりのウェイトを占めている。米国においては資産規模100

億ドル以上の銀行における中小企業向け融資の比率は、わずか24.1％にとどまり、大手銀行では中小企業

向け融資にそれほど比重を置いていないことがうかがえる（図表４）。

（1）再編統合が進む米国銀行

連邦預金保険公社（FDIC）による2006年９月末現在の商業銀行数は7,630行 と、80年代後半より急激に減

少した結果、ピーク時の半数程度となっている（図表５）。また、同時期においては、統廃合によって全体

の銀行数が減少しつつも、常に統廃合の１/３から１/４程度の数の銀行が新設されている。
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（図表3）米国と日本の中小企業の取引金融機関数比較
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（図表4）銀行資産規模別の中小企業向け融資の比率

（図表5）米国商業銀行の銀行数と新設・統廃合



（2）大手銀行の中小企業向け融資シェアが拡大

大手銀行における中小企業向け融資の比率は、図表４でみたように必ずしも高くはないが、その比率は

明らかな上昇傾向にある。それに加えて、図表６のとおり、中小企業向け融資全体における大手銀行のシ

ェアは年々拡大している。

この背景には、統合再編による小規模銀行の吸収と同時に、金融技術の進歩によるスコアリングを活用

した融資手法（クレジット･スコアリング融資）の急拡大がある。

財務諸表などに表れる企業の外形的･定量的な情報に基づき、一時点かつ個々の取引の採算性を重視した

銀行取引の形態は、トランザクション･バンキングと呼ばれており、統計的手法を適用したクレジット・ス

コアリングは、トランザクション・バンキングの一形態とされる。

これに対して、経営者の資質（性格や信頼性等）といった数量化が困難な定性的な情報を活用するのが

リレーションシップ・バンキングである。先行研究においては、「情報の非対称性」が存在する下で「顧客

固有の私的情報の独占的入手に向けた投資活動」を行い、「長期継続的かつ複数の金融商品の提供を伴う取

引関係」を通して、これらの投資活動（リレーションシップ構築）の収益性を判断する金融サービス活動

とされている。

今次調査では、図表７の銀行を

対象として、インタビュー調査を

行った。その結果、どの規模の銀

行においても、前述した「複数の

金融商品の提供」という活動が見

られた。つまり、これらの銀行は、

融資だけでなく顧客との複数種類

の取引を通したトータル面での収

益性の確保を重視している。

また、銀行規模ごとの戦略につ

いては、次のとおりであった。

クレジット・スコアリング融資により中小企業向け融資シェアを拡大させている大手銀行においては、

小企業に対してクレジット・スコアリングを活用した効率的な融資を拡大させる戦略を展開する一方、中

3

リレーションシップ・バンキングの融資戦略における位置づけ 

（図表6）中小企業向け融資（融資額100万ドル未満）における銀行資産規模別の残高シェア

6.3

39.2

100

（％） 

90

80

70

60

50

40

30

20

10

0
94 95 96 97 98 99 00 01 02 03 04 05 （年） 

（注）中小企業向け貸出は貸出額100万ドル未満のもの。（　）内は2005年の銀行数。 
（資料）SBA ”The Small Business Economy”, ”Small Business and Micro Business Lending in the United States” 

100億ドル以上（113） 

10-100億ドル（493） 

5-10億ドル（579） 

1-5億ドル（3,643） 

1億ドル未満（3,971） 
18.1

17.5

16.5

22.4

14.9

24.9

13.3

30.3

12.3

31.3

11.2

35.2

10.3

37.3

9.6

38.7

8.9

39.3

8.1

39.8

7.4

40.1

（図表7）今次調査対象の銀行名及び規模
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小企業に対しては、多くの商品提供を行うことで幅広いリレーションシップ構築を重要なものと位置づけ

ている。

こうした大手銀行の戦略に対して中小・中堅銀行では、小企業・中小企業双方に対してリレーションシ

ップ・バンキングによる戦略を重視している。中堅銀行では、幅広い商品提供と密接なリレーションシッ

プのバランスをとる戦略を展開し、中小銀行では、少数の顧客層や限定された地域に特化し、極めて密接

なリレーションシップを強みとする融資を展開している。

このような戦略を推進するためのリレーションシップ構築には、幾つかのポイントがある。ここでは、

（1）実際に顧客と接触するリレーションシップ･マネージャー（営業担当者）の役割、（2）リレーションシッ

プと審査の関わりについてみてみよう。

（1）リレーションシップ・マネージャーの役割

リレーションシップ・マネージャーの役割については、顧客と銀行の間に立ち、双方の利益を最大化す

るために総合的な複数取引、クロス･セリングを通して収益を確保することが求められている。ただし、銀

行のロスを未然に防ぐことが、大前提であり、顧客とのリレーションシップ構築による取引拡大ばかりで

なく、日常のモニタリングが重要視されている。

顧客との関係構築のため、例えば中小銀行のリレーションシップ・マネージャーは、多い場合は月に１、

２度の訪問、もしくは電話などを通じたコミュニケーションを行い、さらに、定期的に経営者と食事を共

にするといった密接なリレーションシップ構築を図るケースもある。また、中小企業の経営者側も、こう

した密なコミュニケーションによって、経営者自身や自社のビジネスが十分理解されることの効用を重視

している。そのため、自社を担当していたリレーションシップ･マネージャーが別の銀行に転職したとき、

顧客も一緒に転職先の銀行に取引を移すケースは少なくない。こうしたことから、優れたリレーションシ

ップ・マネージャーは、ときには、銀行経営者に並ぶ高待遇で迎え入れられるケースもあるという。

（2）顧客とのリレーションシップと審査の関わり

顧客とのリレーションシップは、審査の精度を高めるためや、将来の不確実な計画等を精査する際に重

要視されている。また、キャッシュフローの改善が見られれば審査基準をクリアできるといったケースで

は、リレーションシップによる情報が活用されている。例えば、中小銀行においては、融資可否を決定す

る委員会の場で、リレーションシップ・マネージャーが、経営者の策定する投資計画や改善案の実現性を

説明する機会が設けられているケースがある。そして、そこではリレーションシップを通じた定性的な情

報も重視されている。しかし、長いリレーションシップがある顧客であっても、融資の審査基準そのもの

が緩和されるケースはない。

多くの銀行では、顧客とのリレーションシップの強さを、プライシングのスプレッド幅縮小として反映

させることや与信管理のモニタリング頻度・顧客側からの報告義務の頻度を減らすこと等に活かしている。

ただし、プライシングについては、他行との競合状態を量って競争環境のなかで決定される要素の方が大

きく、必ずしもリレーションシップの強弱が影響するとは限らない。

（広瀬　実樹）
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「中小企業動向トピックス」に関するご意見・ご要望等ございましたら、本支店窓口まで

お問い合わせください。

発行：中小企業金融公庫　総合研究所　ホームページ http://www.jasme.go.jp/

リレーションシップ構築のポイント 



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles false
  /AutoRotatePages /All
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.3
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJDFFile false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 0
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo false
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings false
  /StartPage 1
  /SubsetFonts false
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile (None)
  /AlwaysEmbed [ true
    /FutoGoB101-Biblos-83pv-RKSJ-H
    /FutoMinA101-Biblos-83pv-RKSJ-H
    /GothicBBB-Biblos-83pv-RKSJ-H
    /Jun101-Biblos-83pv-RKSJ-H
    /Jun34-Biblos-83pv-RKSJ-H
    /Jun501-Biblos-83pv-RKSJ-H
    /MidashiGo-Biblos-83pv-RKSJ-H
    /MidashiMin-Biblos-83pv-RKSJ-H
    /MtGothic-Medium-It
    /Ryumin-Bold-Biblos-83pv-RKSJ-H
    /Ryumin-Heavy-Biblos-83pv-RKSJ-H
    /Ryumin-Light-Biblos-83pv-RKSJ-H
    /Ryumin-Regular-Bibl-83pv-RKSJ-H
    /Ryumin-Ultra-Biblos-83pv-RKSJ-H
    /ShinGo-Bold-Biblos-83pv-RKSJ-H
    /ShinGo-Light-Biblos-83pv-RKSJ-H
    /ShinGo-Medium-Biblo-83pv-RKSJ-H
    /ShinGo-Regular-Bibl-83pv-RKSJ-H
    /ShinGo-Ultra-Biblos-83pv-RKSJ-H
    /ShinseiKai-Biblos-83pv-RKSJ-H
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.00000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.00000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 300
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.00000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile (None)
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /Description <<
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000500044004600206587686353ef901a8fc7684c976262535370673a548c002000700072006f006f00660065007200208fdb884c9ad88d2891cf62535370300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef653ef5728684c9762537088686a5f548c002000700072006f006f00660065007200204e0a73725f979ad854c18cea7684521753706548679c300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /FRA <>
    /ITA <>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020b370c2a4d06cd0d10020d504b9b0d1300020bc0f0020ad50c815ae30c5d0c11c0020ace0d488c9c8b85c0020c778c1c4d560002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken voor kwaliteitsafdrukken op desktopprinters en proofers. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /PTB <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents for quality printing on desktop printers and proofers.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
    /JPN <>
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /NoConversion
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /NA
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure true
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles true
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /NA
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /LeaveUntagged
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [300 300]
  /PageSize [728.504 1031.811]
>> setpagedevice


